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之と宅 陸連 協~ 窓~ 相談室

博物館には聾や査がたくさん並んでいますが、いったい聾と壷は

どこが違うのですか?

福弱麓には芹qEbf!主tfiif最笥のあととして若草な蓋芦年省首道誌から皇賞

された道浦がたくさん長津されています。そのなかて持に自をひくのが長き諸

の筆ゃ蓋ではないでしょうか。しかし、負た白では首じように員
。 め っ ぽ ちが

える奮と霊のいったいどこが違うのでしょう。
かめ つ ま た〈わ ょう舎 っか

奮と室はどちらも“もの"を貯えておく容器として使われる 鐘
οとこと い かめとうぷちい くちおお ひら した

ものですが、一言で言えば、窪は頭部が小さく口が大きく開き、下にいくほどすぽま

っているもうわものを、また、蓋は白ヵ儲くつlぎまり、自英語力安くふくらん却のも

のをさします。

品宝島12には、主に量は最長きとして、蓋l品交るものとして謹

われていましたが科、になると、聾と蓋のどちらも京哲謝

なと・の静露首として事く高われるようになり吉重して持首させ

ずに遣うものを輩格首させて高うものを蓋としています。しか

し、強いて善うならば、蓄は白が首いているところから、宮崎うひん
つが た〈わ たいっぽくち

ぱんに使うものを貯えておくのに対し、霊は口がつぽまっているところか
曹"ん っかた〈わ い

ら、ある期間少しずつ使うものを貯えておいたと言えるでしょう。

そうしたなかで、壁内っとも高われたのは首械、の鮮にありまし

話芦ギ会話通話で負っかった
宍に生えつけられた突鑓

た。いわゆる京童と蓋われるものて・すJ扮こちは、事でこそ京量の誕百をひ

ねれば酋箪に哀をfさることができますが来、筆力也事主体lこ菩志したの

は、わずか50霊前のことでした。ぞれまでは非負ゃ内などから京を会み主げ、官訴まで量ばなければ
〈 ろ う た い へ ん むかし かじ ，ー

ならず、その苦労は大変なものでした。そして、昔はそれが家事のなか

の実事な広重の竺つだったのです。

草鮮縞蹴からは筆<商躍の備濯や皇、織の語織などの

実輩ヵマ署量に国主しています。これらは董くかさばるため伝通で重ノ，3，
には融業があることから、結が室量な差識字詰て・した。かつず事苛『であ

った蓋芦宇首首i鋭から蓄や蓋がたくさん国主するのも、ここに量百があったようです。

薄弱麓にある蓋ゃ蓄を員ながら、主九乃夫ちの喜らしぶりなどを意ぃ薄べてみてください。
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